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技術相談 

提供可能技術： 

・Audacity

・Praat

研究内容： 

 日本語学習者は発話の際, 日本語母語話者と比較して長めのポーズが観察されること（野原・高村, 2010）, ポーズを

置く頻度が日本語母語話者と比較して高く, 統語構造によってその頻度が異なること（石崎, 2005）, ポーズを置くタイミ

ングも異なること（高村, 2009）が音声産出面の特徴として報告されている。しかしながら, 学習者が聞き取りを行う際に, 

これらの産出特徴がどのように影響し, 学習者が何をヒントとして韻律情報を聞き取っているかは明らかではない。そこ

で, 学習者がイントネーションの切れ目の聞き取りに関して, イントネーションの下り目と再上昇ではなく, 知覚・生成上

易しいポーズをヒントにしている可能性に着眼し, ポーズとイントネーション（音声のピッチの上下動）のどちらを統語的・

意味的切れ目を判断するためのキューとしているのか, 極限法を用いて検討している。

提供可能な設備・機器： 

名称・型番（メーカー） 


